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阪大由物性研究発展をふり返ってみます と.それは日本における物性研究発

展 の一つの縮図であるように思います-(uniformな縮尺ではありませんが)o

私が阪大に参 りましたのは昭和 ユ4年で.当時,･強電解溶液a)理論を手がけて

おられた岡小天氏 と私が入れ番った次第ですO岡さんは東京に1移られ七から高

分子理論 ,続いて生物物理へと発展されましたが.これは阪大外ですが. 日本

の物性研究の一つの行き方を示したかと思いますO阪大では.昭和 14年当時

すでに仁 田研究室の活動がめざまLi Ⅹ線回折と比熱剰定による分子結晶内

の分子の方位の秩序無秩序配列や回転 ,水素結合の問題 ,つづいて桐山氏の単

結晶作製と誘電研究 ,など独特の発展が行なわれていて.来たばか りの私はた

ちまち魅せ られて､まもなくそちらの方向に研究 を向けるようになりましたO

ついでに書きますが､仁田研a)その後の発展は､-一つは渡辺得之助教撃に引き

つがれて物理教室に入 り､Ⅹ線回折による地学的結晶の構造決定のスクールを

作り. これは現在命脈を保ってはいますが､残念なこと紅強力ではな くなりま

した｡ しかし渡辺教授:紅よってはじめられた中性子回折の実験研究が発展し

今年 ,庶研から国富氏を教授に迎えて.諸大学中で最も強力な中性子回折研究

グループが生まれたと思いますので.明るい将来が予測され草す｡仁田研のも

う～つの発展は､･はじめから比熱測定を中心とした葡啓壮挙の関集三教授によ

ってなされ.現在.比熱などの熟測定ではおそらく設備と実験技術では日本第

一の (といって.他を余 りよ(知 らないのですが)研究室ができていますっ

考えてみると.これらの仁田研の方々との親しいおつき合いは25年にもな り

ます｡

元に戻 りますが.昭和 14年当時から17年頃にかけて.私 より先に阪大に

移ってお られたクラスメ- トの伏見康治さんが.density 皿 もrixの重厚な

由論を大成されました｡伏見さんは人 もしる多才な方で. 当時から以後長期虹

わたって熱力学統計力学の独白な講義を担当されたばか りでな く.原子核実験
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理論をされ､ superconductivity･,sllperf171idi七yに興味をもたれ.結晶

統計の理論 ,corldensaもionの理論をされ.やがて原子力研究発展の力説か

らプラズマ研所長におさまるまで.大学外でも大活躍されましたo

私 は菊地研究室にもよく出入 りしてお りました｡簸川,坂田 ,武谷 ,小林 ,

伏見 ,谷川,鰻谷 ,渡瀬 ,伊藤 ,箸蔵 ,武田 ,山口らの現在の有名人が そろっ

ておられた蜜 で._原子橡の中心は理研 と阪大でしたO 次第にこれ ら~の方 々は分 '+

散し､戦時中に_は菊池先生が進んで戦時研究に入 られ.私 らも大抵加わ り.大

学はかな りきびしいものにな りましたO戦争の始め頃､ Sei七Z の Modern

m eo.ryofSolid_Sを伏見 ,小林 ,夜毎 ,沢田らの諸氏と夜に輪読をしてお

りました由が.一つの楽しい想い出として残っていますO

私は東京におりました軌 山内恭彦さんの下で分子の計算をや り.(これ は日
LE21

本では最初の仕事であ り.二度子分子の箪笥状態の計算の最初の綜合報告 も私

が昭和 10年頃 日本数物学会誌に書きました)それか ら原島鮮さん の影響をう

けて液体論に興味をもち. これも二人で投合報告を書き.それか ら阪大 に参 り

ましたO 阪大では液体-ジクムに依然興味をもった.り.相変化に興味をももま

したが､仁田研の研究に刺戟されて. くわしい計算をしたNH4C1とNH4BTの

額変枕の理論や.ECⅣ,NaCNの凝 変化の理論 (松原武生君と一緒)に見 られ

るものかと思います｡

そa)頃か らtt物性論 ''なるものが.理論を中心として盛にな りはじめ.

《物性論憩鼠会 "なるもa)を作ろうではないか という話が 白､然に出てきて.全

国的なゆるい範頼が.まずささやかに鈷成 ざれましためが.昭和 16年の終 り

頃と思います｡高藤秀凌 さんや.大学を出られたばか りの久保亮五 さん ,山内

恭彦さん ,多分小谷正雄先生もおられたかと思いますが､それに実験の三宅静

雄さん ,上田長こ さんら.その他何人かで､-緒にごほんなたべたり.自由な

disc71SS王onをしたり.という軽いものでしたが∴年gc二回ぐらい会合 をもつ

毎に参加者が据数的数的にふえて､講演会プラス晩さん会となり.もう大変だ

という頃は.戦争がひどくなって止まりましたO一方､ tt物性論研究 "なる雑

誌を作ろうという語が.名古屋の押田勇雄 さんか ら起 り.押田さんが大坂に見

え怒とき伏せられて薮がはじめたのがt昭和 17年です｡大阪の前由さんとい

う本屋さんが.缶になる出版を引受けて下 さり.数冊出しましたが戦争の終 り

-221-



永富健夫

に中止 しました｡

戦後i阪大で色々の変牝があ りました中で､大きい変化もできない私が物理

教室の車では物性の中心 という形Kな りましたO中心 とい うより一ち.蝕にi=用

渡辺 ,閑 ,桜井-.,樹山の.Fループと沢田昌雄さん (Ⅹ線分光学)および頻江忠

男さん (分光学的物性)がおられるだけで,蝕に余 り物性らしいひのはなかっ

たという方が正 しいでしょう｡市大の川村 ,戸村 ,柿木 ,工学部の吹田の諸氏

が仲間でした.･そ こに少しおくれて伊藤頗葺氏がNM Rで入って来 られためが

大きいカ とな りましたO

私の活動はむしろ他大学の理論家とのつき合いに重点がありましたB特に大

阪 .京都 ,名古屋の 3グループの合同コロキクムを月一度 ぐらいまわ りももで

開いて･. 自宅に治めたり一治められたりで.仲よくやった時期があります｡それ

がきつかガであっ､たのか.その前だったか.芳田杢君が名古屋か ら助手で来て

iあましたJo松原君 と芳田君がいた頃 (.右衛門佐君は病気で休んでいましたが)

九州か島中相伝君が湯川奨学金で 1年余 り来 られて,_一 五 私が英仏に留学し

そのへんが一つa)転換となっています (昭和 2声～28年)

戦後の この頃までの間の出来事 として. tt物性論研究 ''の出版を述べたいと

思います.:終戦後の我々には出版物と知識にうえていたどでもいえます.食糧

,.だけではありませんO音楽にうえ.花vcうえ.そして虹も出版物と知識にうえ

てい-たのですOそのとき-ガ リ版で物性論研究が東京で出され脅したo中嶋 ,

准井 ,富田の三氏が若い熱意でそれをされたa)です｡ (素粒子論研究はずっと.

▲後です-.) 私は,それを手にした喜びをまざま.ぎと思い起します｡後に､これは

阪大の私の研究室から長期にわたって出され‥つや､で京轟に移 り.一変転 して､

この tt物健研究 "把なったわけです.

I:'昭和 2.8年 (ー1953)の京都理論物理国際会議の頃から1-･物性研究の様子

'は変つ允 と思い-ます0-9クム液化損率'lほしい.∴実験研究の設備 ,資金がほし

いir物性研究を大々的におこすyt-きrであるなどの議論が強く.BUKR工の内外

で討議 され 有山 ,小谷 ･久保 ･永宮らが最も勢子E>紅それを称え.物性研設立

となり.又各大学にHe液地境がおかhL,._るなど.設備も充実して来ましたC
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全国の.物性グルーブが強く故殺此されたのもこの頃です｡

駄犬は.私と伊藤 ,閑の三人が範んで.極低温実験室設置に努力を頗 軌 や

つと昭和 34年にそれができましたO物性研設立がきまってまもなくです｡

当時.物性研究のメッカは金研で､群雄がそろい.低温その他の設備もととの

い.衆やましい限 りでしたO 金研紅移らせて黄おうかと考えたこともあ ります｡

時は原子力の時代.極低温など時凍ではない~と文部省でいわれたこともあり

ます｡阪大の低温実験室は 1000万円程の寄附を伊藤さんと私 とで集めて補

って.やっとできたものですOこの点､物性研や後の他大学の方々の苦労とは

随分遵ったものだと思います｡

阪大の物性は.極低温実厳重ができるまでは.仁田研を除くと鼓にささやか

な流れで. この後にはじめて発展をはじめたものです｡伊達宗行君が加わ り.

求塚エイ三君が入 り.基礎工学部ができ七 3年前に私と伊藤さんが移って.

藤田 ,川井 ,成田 ,中村 .望月 ,短藤 ,生嶋 ,田崎 ,朝山というグループがで

き､生物物理学を促進するためQC小谷先生も参加され､理学部には今春から

川村 ,国富 ,金森の三教授 ,少し前に伊藤君が教授に 山田安定君が講師 .立

木君も講師という次第で.その上なお鞄か ら予定されている人々もあり.絵勢

大勢力にな りました｡教養や工学部 .,産研にも物性が噂していますC

すべてこれか らが本当の研究発展となるといえます｡石橋の美しい.菩わや

かな丘の上を本拠として.学問の中心の一つとして建飛せねばならない時と凍

っていますO ノp

最後に.永宮スクールと昔さんがいって下さるものの発展のあとを.私の立

場から略記します｡

本当のところは.私のグJL/-プであったものは､阪大の自由な蔽究環境で育

ちました好九 と.阪大の実験との結合において発展 したのは私～人の時代のこ

とで､その時代も､そのあとも.近 く又は遠 くの他大学や外国との接触において

理論研究のある Stream を作ったものと思いますO私自身.統計力学の初歩的

なことや.強誘電体 ,路子欠脆 ,神田英蔵さんの影智による乞erO-POinも

entropyの問題 ,液体-ジクムや固体水素 ,格子振動などと雑多な諸問題に

手を出し.そういうことで多くの他大学の方々と接触したり大阪府大 ,市大の
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方々と協力したりして参 りました｡

旭 gTleもis皿研究については､昭和 19年の ¶科学 "に反強磁性 ,フエツ磁

性ぬ藤倉報告を書きました頃から関心をもちましたJO どうも､▲私裾藩金報告を

よく書 くようです 日 955のAdv.Physの芳田 ,久床とa)共著も鉄郎 ｡

芳田君が一緒になり.金森 ,守谷 ,望月 ,立木 ,好天に席をおいた音義の薄署

茄出た時から.グループとして沢山仕事をしたわけですO

芳田君が物性研に移 り.私が基礎工に移って薪 らしいグループを作 り.金森

君が残ってやはり新らしいグループを育成することになり.少しづつ変って行

きます｡

基礎工の新しも､教育に私も､中村君 ,望月さんも.時間をとられていますが

盟 ,基礎工の大きい物性グループの中で.分野にこだわらず～緒に仕事をして

好 くことi着実な論文を作って行くこと以外､大 して考えてお りません｡

′､l
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